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序

『
図
書
編
』

の
成
立
—
—
そ
の
易
学
と
の
関
連

明
の
章
横
（
嘉
靖
六
年
・
一
五
二
七
S
万
暦
三
六
年
・
一
六

0
八
）
の
『
図
書
編
』
（
注
一
）
は
、
従
来
、
明
代
の
社
会
・

経
済
研
究
に
有
用
な
史
料
を
提
供
す
る
書
と
し
て
、
ま
た
宋
代

以
降
に
流
行
し
た
易
の
図
書
学
（
後
述
）
を
集
大
成
し
易
図
を

多
く
収
録
す
る
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
類
書
史
に

お
い
て
は
、
同
時
期
に
成
立
し
た
王
折
の
『
三
才
図
会
』
と
共

に
、
易
図
に
限
ら
ず
多
く
の
図
象
を
収
録
す
る
と
い
う
特
徴
を

も
つ
類
書
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
特

徴
が
強
調
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
如
何
に
し
て
そ
の
よ
う
な
特
徴

を
も
つ
類
書
が
成
立
し
た
の
か
と
い
う
点
は
看
過
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
主
と
し
て
章
横
の
易
学
と
の
関
連
に
お
い

て
、
『
図
書
編
』
の
成
立
・
構
成
の
思
想
を
考
察
す
る
。

一
、
章
演
の
易
学
の
梗
概

先
ず
章
横
が
易
学
研
究
に
進
む
過
程
を
「
章
斗
津
先
生
年
譜
」
幻

「
章
斗
津
先
生
行
状
」
（
以
下
「
年
譜
」
「
行
状
」
と
略
記
）

に
拠
っ
て
述
べ
る
。

章
横
は
七
歳
で
小
学
に
入
り
、
一

0
歳
で
既
に
伏
義
・
文
王
・

周
公
・
孔
子
・
顔
淵
．
曽
参
•
子
思
・
孟
子
ら
聖
賢
の
図
像
を

描
い
て
書
鍍
に
祀
り
、
聖
賢
の
学
に
関
心
を
示
し
た
。
彼
が
一

一
歳
の
時
、
父
の
白
城
公
は
、
師
友
と
交
わ
る
の
に
恵
ま
れ
た

南
昌
の
会
城
内
に
二
人
の
息
子
を
伴
っ
て
移
り
住
ん
だ
。
彼
は

童
試
す
な
わ
ち
科
挙
受
験
資
格
で
あ
る
生
員
と
な
る
た
め
の
試

験
に
備
え
て
勉
強
を
行
っ
た
が
、
一
方
で
、
弟
の
章
漢
と
共
に

聖
賢
の
図
像
を
祀
り
朝
夕
に
礼
拝
す
る
な
ど
、
聖
賢
と
そ
の
学

矢

羽

野

隆

男
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へ
の
思
い
を
厚
く
し
て
い
っ
た
。

一
六
歳
で
章
演
は
科
挙
の
受
験
資
格
で
あ
る
府
学
の
生
員
に

補
さ
れ
た
。
当
時
の
教
育
の
一
般
的
な
風
潮
は
、
聖
人
に
至
る

道
を
追
究
す
る
も
の
で
は
な
く
、
科
挙
に
合
格
す
る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
注
二
）
。
父
も
、
聖
賢
の

学
よ
り
も
先
ず
挙
子
業
す
な
わ
ち
科
挙
に
応
ず
る
た
め
の
受
験

勉
強
を
重
要
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
、
横
に
命
じ
て
聖
賢
の
図

像
を
除
き
去
り
礼
拝
を
や
め
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
一
九
歳
の
時

に
、
同
郷
の
学
者
陳
源
（
字
は
一
泉
）
を
招
い
て
弟
と
共
に
教

え
を
受
け
さ
せ
て
い
る
の
も
、
そ
の
翌
年
の
嘉
靖
二
五
年
か
ら

「
年
譜
」
に
「
挙
子
業
を
正
気
堂
に
隷
う
」
と
あ
る
の
と
考
え

合
わ
せ
れ
ば
、
科
挙
受
験
の
準
備
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

彼
は
二
六
歳
ま
で
弟
と
共
に
挙
子
業
に
努
め
た
が
、
単
な
る

試
験
勉
強
に
終
始
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
ニ
―
歳
の
時
、
宿

師
が
「
子
、
近
日
経
を
談
ず
る
や
甚
だ
簡
当
な
る
を
覚
ゆ
。
如

何
」
（
「
行
状
」
）
と
問
う
た
の
に
対
し
て
、
「
鏡
を
以
て
喩

え
ん
こ
と
を
請
う
。
昔
書
を
読
む
や
物
を
以
て
鏡
を
磨
く
が
如

し
。
磨
く
こ
と
久
し
く
し
て
、
鏡
明
ら
か
な
る
こ
と
を
得
た
り
。

今
書
を
読
む
や
鏡
を
以
て
物
を
照
ら
す
が
如
し
。
鏡
明
ら
か

お
の
ず
か

に
し
て
物
自
ら
見
わ
る
」
（
同
前
）
と
答
え
た
（
注
三
）
。
こ

れ
は
明
鏡
の
如
き
聖
人
の
心
を
目
指
し
た
心
学
的
な
修
養
の
結

果
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
八
歳
の
時
、
父
の
白
城
公
が
こ
の
世
を
去
る
。
こ
れ
以
後

数
年
間
が
彼
の
学
問
の
転
機
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼

は
父
亡
き
後
の
家
の
経
営
に
腐
心
し
、
学
問
に
専
心
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
奮
起
し
た
彼
は
、
弟
と
共
に
「
世
上
は

ゃ

只
だ
是
れ
利
慾
心
を
薫
く
の
み
。
我
が
属
何
ぞ
錨
錬
（
詰
ま

ら
ぬ
も
の
•
こ
こ
で
は
財
貨
）
に
恋
恋
と
せ
ん
や
。
食
足
れ
ば

可
な
り
」
（
同
前
）
と
誓
い
合
い
、
父
の
遺
し
た
債
権
手
形
を

焼
却
し
、
志
を
合
わ
せ
て
学
問
に
努
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
父
の
喪
も
明
け
ぬ
嘉
靖
三
五
年
、
そ
の
弟
の
章

漢
も
病
の
床
に
就
き
、
「
〔
章
〕
漢
の
オ
識
は
〔
章
〕
演
に
十

倍
す
。
大
成
し
て
遠
く
天
下
の
重
と
為
る
に
到
る
可
し
。
〔
章
〕

演
請
う
身
を
以
て
代
わ
ら
ん
」
（
同
前
）
と
い
う
祈
り
も
空

し
く
、
章
漢
は
翌
年
二
七
歳
で
没
す
る
。
章
横
は
三
一
歳
に
し

て
、
相
継
い
で
彼
の
学
問
の
支
え
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
、
彼
は
挙
子
業
を
廃
し
（
注
四
）
、
「
此
れ
（
弟
の
死
）

自
り
学
を
為
む
る
の
志
愈
い
よ
堅
直
、
聖
賢
を
以
て
自
ら
任
じ
、

も
っ
ぱ一
ら
〔
伏
〕
義
・
文
〔
王
〕
・
周
〔
公
〕
．
孔
〔
子
〕
を
以
て

宗
と
為
す
」
（
同
前
）
と
あ
る
よ
う
に
、
専
ら
聖
賢
の
学
に
努

(64) 
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め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

弟
の
漢
の
死
後
、
章
演
は
次
の
二
条
を
学
問
上
の
目
標
と
し

た
。
―
つ
は
『
中
庸
』
三

0
章
の
「
仲
尼
は
発
舜
を
祖
述
し
、

文
武
を
憲
章
し
、
上
は
天
時
に
律
り
、
下
は
水
土
に
襲
る
」
で

あ
り
、
い
ま
―
つ
は
『
易
』
繋
辞
下
伝
の
「
昔
者
庖
義
氏
の
天

下
に
王
た
る
や
、
仰
ぎ
て
は
則
ち
象
を
天
に
観
、
俯
し
て
は
則

ち
法
を
地
に
観
、
鳥
獣
の
文
と
地
の
宜
と
を
観
、
近
く
は
諸
れ

を
身
に
取
り
、
遠
く
は
諸
れ
を
物
に
取
り
、
是
に
於
い
て
始
め

て
八
卦
を
作
り
、
以
て
神
明
の
徳
に
通
じ
、
以
て
万
物
の
情
を

類
す
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
年
譜
」
に
拠
れ
ば
、
嘉
靖
三
八

年
(
-
五
五
九
）
三
三
歳
の
条
に
「
始
め
て
『
易
』
を
学
ぶ
」

と
い
う
。
童
試
・
郷
試
に
は
五
経
か
ら
も
出
題
さ
れ
る
か
ら
、

当
然
、
そ
れ
以
前
か
ら
『
易
』
を
学
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。

す
る
と
、
こ
の
「
始
め
て
『
易
』
を
学
ぶ
」
と
は
、
試
験
勉
強

と
は
性
格
を
異
に
し
た
易
研
究
の
開
始
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う。
父
・
弟
の
相
継
ぐ
死
の
後
、
天
地
に
則
っ
て
八
卦
を
画
し
た

こ
と
を
述
べ
る
『
易
』
繋
辞
下
伝
の
一
節
を
目
標
と
し
、
彼
の

学
問
の
根
幹
を
な
す
易
学
を
研
究
し
始
め
た
の
は
、
父
と
弟
と

の
遺
志
を
継
承
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
か
ら
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。

前
の
三
図
（
『
図
書
編
』
巻
一
所
載
の
古
太
極
図
•
河
図
・

洛
書
）
井
び
に
後
の
易
卦
先
後
天
方
図
の
八
図
（
同
巻
二

所
載
の
先
天
八
卦
方
位
図
以
下
の
諸
図
）
は
、
我
が
父
白

城
公
手
ず
か
ら
授
く
。
時
に
弟
の
漢
尚
お
未
だ
総
角
せ

ざ
る
も
（
総
角
す
る
年
齢
に
も
至
っ
て
い
な
い
幼
児
で
あ

っ
た
が
）
‘
能
く
其
の
大
意
を
了
る
。
特
だ
意
を
挙
業
に
注

ぐ
に
因
り
て
、
皆
束
ね
て
之
れ
を
蔵
す
る
の
み
。
〔
嘉
靖

は
じ

二
五
年
・
ニ

0
歳
に
挙
子
業
に
努
め
始
め
て
か
ら
〕
甫
め

て
十
歳
(
+
年
）
に
し
て
父
弟
継
い
で
没
す
。
是
れ
を
嗣
い

で
易
を
学
び
象
義
を
精
研
す
（
『
図
書
編
』
巻
一
「
古
太

極
河
図
洛
書
総
説
」
）
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
易
』
の
哲
理
を
象
徴
的
に
図
示
し
た
諸
図

を
父
か
ら
授
け
ら
れ
、
弟
は
幼
い
な
が
ら
も
よ
く
こ
れ
を
理
解

し
た
が
、
科
挙
の
受
験
勉
強
に
努
め
る
間
に
父
弟
が
没
し
た
た

め
に
、
そ
の
遺
志
を
継
い
で
『
易
』
特
に
易
象
を
研
究
し
始
め

た
と
い
う
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
の
易
学
研
究
の
態
度
や
方
法
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
卦
を
書
一
す
る
毎
に
壁
間
に
粘
り
、
亦
た
卦
交
の
詞
を
以

て
逐
一
手
づ
か
ら
書
し
て
之
れ
を
粘
り
、
面
対
し
て
覗
会

(65) 



1384 

す
。
或
る
と
き
に
は
三
五
昼
夜
(
-
五
日
）
を
歴
る
。
必

た

か

ず
一
卦
の
意
を
得
て
始
め
て
も
の
卦
に
易
う
。
凡
そ
十
五

た
び
寒
暑
を
易
う
（
「
行
状
」
）
。

『
易
』
の
卦
を
描
い
た
紙
と
卦
辞
•
交
辞
を
書
い
た
紙
と
を
壁

に
貼
り
、
そ
の
卦
に
象
徴
さ
れ
た
意
味
を
体
得
す
る
ま
で
壁
に

向
か
う
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
一
五
年
続
け
て
、
万
暦
四
年
（
一

五
七
六
）
五
0
歳
で
そ
の
易
学
の
―
つ
の
成
果
と
言
え
る
『
周

易
象
義
』
＋
巻
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
易
』
は
そ
も
そ
も
卦
に
よ
っ
て
天
地
万
物
を

象
徴
し
得
る
と
い
う
思
想
を
根
底
に
持
つ
。
周
知
の
よ
う
に
、

漢
魏
に
は
、
卦
を
陰
陽
五
行
で
象
徴
さ
れ
た
数
学
的
方
法
に
よ

っ
て
解
釈
す
る
象
数
学
が
行
わ
れ
、
魏
の
王
弼
以
降
は
陰
陽
五

行
に
よ
る
技
術
的
数
学
的
な
術
数
を
排
除
し
た
義
理
学
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
宋
代
に
は
『
易
』
の
哲
理
が

研
究
さ
れ
る
一
方
で
、
再
び
象
数
学
が
盛
行
し
た
。
例
え
ば
、

宋
代
の
象
数
学
に
は
、
劉
牧
の
河
図
洛
書
学
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

漢
魏
の
象
数
学
と
河
図
洛
書
伝
説
（
繋
辞
上
伝
の
「
河
図
を
出

し
‘
洛
書
を
出
し
、
聖
人
之
れ
に
則
る
」
に
依
拠
し
て
、
河
図

洛
書
は
天
地
の
象
徴
で
あ
り
、
聖
人
は
そ
れ
を
規
範
と
し
て
易

卦
を
画
し
た
と
す
る
伝
説
）
と
を
統
合
し
て
河
図
洛
書
な
ど
の

図
象
に
よ
る
象
徴
性
を
顕
示
し
た
。
宋
儒
の
象
数
学
は
、
こ
の

河
図
洛
書
学
お
よ
び
部
薙
の
先
天
図
学
・
周
敦
願
の
太
極
図
学

の
三
系
統
に
発
展
し
、
「
河
図
洛
書
」
の
名
を
取
っ
て
「
図
書

学
」
と
総
称
さ
れ
、
共
に
図
象
を
用
い
て
説
明
す
る
点
に
お
い

て
は
通
じ
合
う
（
注
五
）
。

で
は
、
章
演
の
易
学
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
『
周

易
象
義
』
の
内
容
を
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
（
以
下
『
総

目
提
要
』
と
略
記
）
は
次
の
よ
う
に
概
括
し
て
い
る
。

是
の
書
象
を
言
う
を
主
と
す
。
故
に
張
行
成
が
説
を
引
き
、

以
て
堤
公
武
の
理
を
主
と
す
る
の
論
を
駁
す
。
大
抵
は

『
漢
上
易
伝
』
を
以
て
椎
輪
と
為
し
、
虞
翻
．
荀
爽
•
九

家
易
、
及
び
李
鼎
詐
•
鄭
汝
諧
•
林
栗
•
項
安
世
・
渦
椅
・

ま

じ

ま

じ

徐
大
為
・
呂
僕
卿
の
諸
家
を
雑
え
引
き
、
而
し
て
参
う
る

に
己
が
意
を
以
て
す
。
其
の
象
を
取
る
の
例
甚
だ
多
き
も
、

其
の
大
旨
を
約
せ
ば
、
本
体
・
互
体
・
伏
体
の
三
者
を
出

で
ず
（
『
総
目
提
要
』
巻
八
・
経
部
・
易
類
存
目
二
）
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
漢
易
の
象
数
を
重
ん
じ
た
朱
震
の
『
漢
上
易

伝
』
を
そ
の
本
源
と
し
、
虞
翻
ら
の
説
を
援
用
し
て
、
義
理
学

を
退
け
、
互
体
な
ど
の
方
法
で
卦
象
及
び
交
象
を
説
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

(66) 
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で
は
な
ぜ
象
を
重
視
し
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
章
横
自

身
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
ず

孔
子
「
生
生
を
之
れ
易
と
謂
う
」
。
笑
く
自
り
生
ず
る
や
。

陰
陽
是
れ
な
り
。
「
一
陰
一
陽
を
之
れ
道
と
謂
う
。
陰
陽

不
測
を
之
れ
神
と
謂
う
」
。
象
若
し
以
て
之
れ
を
尽
く
す

に
足
ら
ざ
れ
ば
、
然
ら
ば
易
や
道
や
神
や
一
や
、
得
て
見

る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
〔
天
地
の
間
に
充
満
す
る
陰

陽
に
象
っ
て
伏
義
が
画
し
た
陰
交
陽
交
、
そ
れ
を
三
つ
重

ね
た
八
卦
、
更
に
そ
れ
を
重
ね
た
六
四
卦
は
〕
執
れ
か
天

地
陰
陽
自
然
の
象
に
非
ざ
ら
ん
。
故
に
象
に
因
り
て
名
を

異
に
し
、
名
は
象
を
以
て
定
ま
る
。
名
に
因
り
て
義
を
異

に
し
、
義
は
象
を
以
て
顕
わ
る
。
蓋
し
易
は
文
辞
無
し
と

雖
ど
も
六
十
四
卦
が
卦
象
各
お
の
殊
な
り
、
三
百
八
十
四

交
が
交
象
各
お
の
別
る
。
郁
郁
乎
と
し
て
天
下
の
至
文
な

り
（
『
周
易
象
義
』
自
序
）
。

す
な
わ
ち
、
卦
象
・
交
象
が
無
け
れ
ば
『
易
』
の
深
遠
な
理
は

理
解
で
き
ず
、
伏
義
が
画
し
た
六
四
卦
の
象
や
三
八
四
交
の
象

は
、
文
字
に
よ
る
解
説
こ
そ
無
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て

天
地
万
物
自
然
を
象
徴
的
に
示
す
「
天
地
陰
陽
自
然
の
象
」
「
天

下
の
至
文
」
（
注
六
）
で
あ
る
。

其
の
象
を
設
く
る
、
辞
を
繋
く
る
、
或
い
は
同
じ
か
ら
ざ

れ
ど
も
、
執
れ
か
伏
義
の
画
す
る
所
を
発
明
す
る
の
卦
辞
ょ

に
非
ざ
ら
ん
。
然
ら
ば
則
ち
孔
子
の
象
伝
・
象
伝
に
由
り

て
以
て
文
〔
王
〕
周
〔
公
〕
を
求
め
、
文
・
周
の
卦
辞
・

ち

か

交
辞
に
由
り
て
以
て
伏
義
を
求
め
ば
、
易
象
其
れ
庶
幾
か

ら
ん
（
同
前
）
。

文
王
の
卦
辞
・
周
公
の
交
辞
•
孔
子
の
象
伝
・
象
伝
は
す
べ
て

伏
義
の
画
し
た
易
象
を
理
解
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
結
局
、

重
要
な
の
は
、
伏
義
が
画
し
た
易
象
の
玩
索
に
よ
る
、
「
天
地

陰
陽
自
然
の
象
」
「
天
下
の
至
文
」
の
体
認
に
在
る
こ
と
に
な

る。
右
に
お
い
て
、
章
演
の
易
学
に
お
け
る
易
象
に
対
す
る
研
究

を
概
観
し
た
。
次
に
、
彼
の
図
象
に
よ
る
『
易
』
研
究
、
す
な

わ
ち
所
謂
図
書
学
に
つ
い
て
述
べ
る
。

道
は
一
な
る
の
み
。
一
は
見
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
凡
そ

天
地
の
間
、
巨
細
隠
顕
摯
然
燦
然
た
る
、
執
れ
か
此
の
一

の
散
殊
に
非
ざ
ら
ん
。
〔
伏
〕
競
・
馬
・
文
〔
王
〕
・
周

お

こ

よ

〔
公
〕
．
孔
〔
子
〕
作
り
て
天
下
に
君
師
た
り
て
自
り
、

さ
と

斯
道
の
終
に
昧
く
し
て
、
人
人
日
用
之
れ
を
覚
る
莫
き

つ
く

を
憚
る
る
な
り
。
故
に
或
い
は
之
れ
が
図
を
為
り
、
或
い
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は
之
れ
が
書
を
為
り
、
或
い
は
之
れ
が
卦
交
を
為
り
て
、

も
と

而
し
て
其
の
辞
を
繋
く
。
道
は
本
象
無
き
な
り
。
已
む
を

得
ず
し
て
之
れ
を
示
す
に
象
を
以
て
す
。
道
は
本
言
無
き

な
り
。
已
む
を
得
ず
し
て
之
れ
を
示
す
に
言
を
以
て
す
。

斯
の
人
の
為
に
慮
る
こ
と
至
り
て
深
く
且
つ
遠
く
し
て
、

さ
い
わ

斯
道
之
れ
を
万
世
に
伝
う
る
所
以
な
り
。
卒
に
頼
い
に

此
の
図
書
・
易
卦
有
り
て
証
す
可
し
。
…
…
近
ご
ろ
『
易
』

こ

こ

あ

っ

を
学
ぶ
の
暇
に
乗
じ
て
、
妥
に
先
哲
の
遺
す
所
を
絹
め
て

こ
れ
を
編
次
し
、
益
ま
す
是
の
一
な
る
を
信
ず
（
『
図
書

編
』
巻
一
「
太
極
河
図
洛
書
易
卦
象
総
叙
」
）
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
「
図
書
」
も
「
易
卦
」
も
共
に
、
突
き
詰
め

れ
ば
、
本
来
不
可
視
に
し
て
天
地
万
物
を
生
み
出
し
そ
の
変
化

を
支
配
す
る
理
で
あ
る
と
こ
ろ
の
太
極
を
象
徴
的
に
示
し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
伏
義
が
画
し
た
易
卦
が
「
天
地

陰
陽
自
然
の
象
」
「
天
下
の
至
文
」
と
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、

図
書
も
「
図
書
は
天
地
の
至
文
な
り
。
道
を
求
む
る
に
諸
れ
を

天
地
の
至
文
に
求
め
ざ
れ
ば
、
其
れ
何
を
以
て
天
地
の
化
育
を

知
ら
ん
や
」
（
『
図
書
編
』
巻
一
「
河
図
洛
書
総
叙
」
）
と
言

語
表
現
を
超
越
し
た
天
地
万
物
の
道
理
の
象
徴
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
章
演
は
、
易
卦
の
研
究
と
同
時
に
、
こ
の
図
書
を
収
集
研

究
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
章
演
の
易
学
の
も
つ
心
学
的
性
格
を
指
摘
し
て
お

く
（
注
七
）
。

聖
人
の
学
は
心
学
な
り
。
聖
人
の
易
は
心
画
な
り
。
心
は

動
静
無
く
隠
顕
無
し
。
是
の
心
本
よ
り
象
無
し
。
聖
人
特

に
卦
を
画
し
て
以
て
心
に
象
ど
る
。
凡
そ
天
地
の
間
の
成

象
成
形
百
千
万
類
、
一
と
し
て
心
に
非
ざ
る
無
し
。
一
と

し
て
易
に
非
ざ
る
無
し
。
一
と
し
て
学
に
非
ざ
る
無
し
。

然
ら
ば
則
ち
六
十
四
卦
三
百
八
十
四
交
、
執
れ
か
心
に
非

ざ
ら
ん
。
執
れ
か
聖
人
の
心
学
に
非
ざ
ら
ん
。
世
の
易
を

論
ず
る
者
は
易
を
以
て
易
を
求
め
、
易
を
心
に
求
む
る
を

知
ら
ず
。
或
い
は
易
に
方
体
無
し
（
「
方
」
は
所
、
「
体
」

は
形
）
と
謂
い
て
心
を
虚
無
に
寂
わ
し
む
。
或
い
は
象
数

に
止
ま
り
て
心
を
名
物
に
滞
ら
し
む
。
又
た
悪
ん
ぞ
知
ら

ん
や
一
卦
―
X

又
皆
吾
が
心
の
学
に
し
て
、
万
事
万
物
の

変
化
皆
吾
が
心
の
象
な
る
を
。
應
此
れ
易
の
明
ら
か
な

ら
ざ
る
所
以
な
り
。
易
明
ら
か
な
ら
ず
し
て
、
而
し
て
其

の
聖
学
を
明
ら
か
に
す
る
と
謂
う
や
、
吾
れ
之
れ
を
知
ら

ざ
る
な
り
（
『
図
書
編
』
巻
九
「
学
易
大
旨
」
）
。

こ
こ
で
章
演
は
、
彼
の
易
学
が
心
学
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
述
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べ
て
い
る
。
彼
は
、
当
時
の
易
学
者
の
、
一
は
手
段
に
拠
ら
ず

に
心
を
虚
無
に
陥
ら
せ
る
態
度
、
一
は
手
段
に
拘
泥
し
て
目
的

を
見
失
う
態
度
を
批
判
す
る
。
彼
に
と
っ
て
、
易
は
我
が
心
の

象
徴
で
あ
り
、
易
の
研
究
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
卦
を
画
し
た
聖

人
の
心
に
達
す
る
主
体
的
反
省
の
手
段
で
あ
っ
た
。

先
に
、
父
弟
の
相
継
ぐ
死
の
の
ち
そ
の
遺
志
を
継
い
で
易
を

学
び
始
め
た
こ
と
を
の
べ
た
が
、
そ
れ
に
続
け
て
、
そ
の
態
度
・

方
法
と
そ
の
結
果
到
達
し
た
境
地
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る。

お

諸
図
に
子
い
て
体
玩
す
る
こ
と
之
れ
を
久
し
く
す
。
悦
然

と
し
て
天
地
の
間
耳
に
充
ち
目
に
盈
つ
る
も
の
皆
太
極

図
書
の
法
象
（
模
範
と
す
べ
き
事
物
現
象
）
に
し
て
、
皆
易

画
・
卦
数
（
易
卦
に
象
徴
さ
れ
る
数
）
の
鋪
陳
な
り
。
古

人
の
未
だ
図
象
を
画
さ
ざ
る
の
先
に
於
い
て
潜
通
黙
会
す

る
者
有
る
が
若
く
然
り
。
予
父
・
弟
と
久
し
く
以
て
同
に

古
人
に
滸
ぶ
（
『
図
書
編
』
巻
一
「
古
太
極
河
図
洛
書
総

説
」
）
。

易
図
の
「
体
玩
」
に
よ
っ
て
、
自
分
を
取
り
巻
く
も
の
全
て
が
、

そ
れ
を
模
範
と
し
て
太
極
・
図
書
が
画
さ
れ
た
事
物
現
象
で
あ

り
、
卦
と
そ
れ
が
象
徴
す
る
数
が
一
面
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

る
の
を
悟
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
伏
義
が
彼
を
取
り
巻
く
事
物
現

象
に
則
っ
て
図
象
・
卦
を
画
い
た
の
と
同
じ
境
地
を
悟
っ
た
と

言
う
の
で
あ
る
。
前
述
の
、
卦
・
卦
辞
・
交
辞
を
書
い
た
紙
を

壁
に
貼
り
卦
の
意
を
「
覗
会
」
す
る
と
い
う
卦
象
・
交
象
研
究

の
態
度
・
方
法
も
、
こ
の
易
図
の
「
体
玩
」
と
同
様
の
方
法
で

あ
ろ
う
。
外
な
る
理
を
客
観
的
に
追
究
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

よ
り
直
接
的
に
心
中
に
具
わ
っ
た
理
法
を
体
認
す
る
と
い
う
方

法
に
よ
っ
て
、
易
卦
を
画
し
た
伏
義
ら
聖
人
と
同
じ
境
地
に
達

し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
易
学
が
心
学
的
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

惟
だ
此
の
図
（
古
太
極
図
）
に
於
い
て
之
れ
を
身
に
反
求

す
れ
ば
洞
徹
す
る
こ
と
疑
い
無
き
の
み
。
則
ち
知
る
吾
が

身
は
即
ち
天
地
に
し
て
、
上
下
同
流
・
万
物
一
体
皆
吾

ょ

が
身
の
固
よ
り
有
る
所
に
し
て
、
外
由
り
我
を
錬
す
る
者

に
非
ざ
る
を
（
『
図
書
編
』
巻
一
「
古
太
極
図
説
二
」
）
。

こ
こ
に
は
、
孟
子
の
「
仁
義
礼
智
は
、
外
由
り
我
を
錬
す
る
に

非
ざ
る
な
り
。
我
固
よ
り
之
れ
有
る
な
り
」
（
告
子
上
）
と
い

た

う
内
面
主
義
を
継
承
し
、
「
人
心
は
五
経
の
本
為
り
。
而
し
て

『
経
は
人
心
の
註
脚
為
り
』
（
注
八
）
と
謂
う
は
護
語
に
非
ざ

る
な
り
」
（
『
図
書
編
』
巻
九
「
〔
五
経
〕
総
論
」
）
と
い
う
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前
章
に
お
い
て
、
『
図
書
編
』
が
章
横
の
易
学
、
特
に
図
書

学
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
と
深
く
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
『
図
書
編
』
に
対
す
る
従
来
の
評
価
は
、
こ
の
点

第
二
章
、
従
来
の
『
図
書
編
』
に
対
す
る
評
価

に
至
っ
た
心
学
的
立
場
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

宇
宙
内
の
全
て
が
我
が
心
内
の
事
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
章
演
の
心
学
的
易
学
と
天
地
人
の
諸
事
象
を
対
象
と
す

る
類
書
『
図
書
編
』
の
成
立
と
の
思
想
的
関
連
は
こ
こ
に
在
る

と
考
え
る
。

以
上
、
章
横
の
易
学
が
、
宋
儒
以
来
の
象
数
学
・
図
書
学
の

系
統
の
中
に
あ
り
、
易
象
研
究
と
そ
れ
に
並
行
し
て
進
め
ら
れ

た
図
書
研
究
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
且
つ
そ

れ
が
明
代
の
心
学
的
性
格
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。
易
象
研
究
は
、
前
述
の
通
り
、
万
暦
四
年
に
『
周
易
象
義
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
図
書
研
究
は
、
翌
万
暦
五
年
に
図
書
に

関
す
る
部
分
を
重
要
な
構
成
要
素
と
し
且
つ
全
体
に
図
象
表
現

と
い
う
図
書
学
的
方
法
論
を
用
い
た
類
書
『
図
書
編
』
と
し
て

一
応
の
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

を
無
視
す
る
か
、
或
い
は
僅
か
に
示
唆
す
る
の
み
で
、
詳
細
に

考
察
せ
ず
に
一
定
の
評
価
を
下
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ

で
『
図
書
編
』
に
対
し
て
従
来
な
さ
れ
た
評
価
の
検
討
を
行
い

た
い
。先
ず
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
『
図
書
編
』
評
価
の
根
幹
を
な

す
『
総
目
提
要
』
（
巻
一
三
六
•
子
部
―
-
．
類
書
類
二
）
の

内
容
は
次
の
四
点
に
要
約
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
図
へ
の
関

心
、
②
全
体
の
構
成
、
③
『
三
才
図
会
』
と
の
比
較
、
④
「
博

物
」
「
経
世
」
的
性
質
、
で
あ
る
。
こ
の
四
点
の
内
、
本
稿
は

図
象
の
類
書
『
図
書
編
』
の
成
立
・
構
成
の
思
想
を
考
察
の
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
①
・
②
の
二
点
に
絞
っ
て
検
討

す
る
。先
ず
、
①
図
へ
の
関
心
に
関
し
て
、
『
総
目
提
要
』
は
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

『
図
書
編
』
一
百
二
十
七
巻
。
明
、
章
横
。
演
に
『
周
易

象
義
』
有
り
、
已
に
著
録
す
。
是
の
編
（
『
図
書
編
』
）

は
左
図
右
書
の
意
を
取
る
。
凡
そ
諸
書
に
図
の
考
う
可
き

者
有
ら
ば
、
皆
彙
輯
し
て
之
れ
が
説
を
為
る
。

考
証
す
べ
き
図
を
諸
書
か
ら
採
録
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
解
説
を

加
え
た
意
図
を
「
左
図
右
書
の
意
」
に
よ
る
と
す
る
の
み
で
あ
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「
図
書
は
天
地
の
文
章
為

る
。
こ
の
「
左
図
右
書
」
の
意
味
は
後
述
す
る
。

次
に
、
『
総
目
提
要
』
を
受
け
て
纏
ま
っ
た
評
価
を
与
え
て

い
る
清
の
周
中
学
『
鄭
堂
読
書
記
』
（
巻
六
ニ
・
子
部
―
―
下
・

類
書
類
三
）
を
挙
げ
る
。

た

前
に
自
序
有
り
。
称
す
ら
く
、
「
図
書
は
天
地
の
文
章
為

り
。
今
の
豪
傑
を
号
称
す
る
者
登
に
特
り
天
地
の
文
章
に

於
い
て
未
だ
嘗
て
意
を
留
め
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や
（
！
）
、

図
書
の
名
義
に
即
き
て
す
ら
、
且
つ
之
れ
を
辮
ず
る
莫
し
。

た
だ

故
に
好
ん
で
載
籍
を
蔵
す
と
雖
ど
も
、
何
ぞ
営
に
万
巻

〔
も
て
し
て
〕
其
の
所
謂
図
書
を
究
む
る
も
、
〔
単
に
〕

画
工
の
末
技
・
文
字
の
煩
蕪
に
過
ぎ
ず
し
て
、
〔
そ
れ
の

と
う
と

み
な
ら
ず
〕
天
地
の
文
に
至
り
て
は
宝
ぶ
所
を
知
る
莫
し
。

予
因
り
て
備
さ
に
其
の
身
心
に
切
に
し
て
国
家
に
関
す

る
者
を
采
り
て
、
類
を
以
て
之
れ
を
編
み
、
題
し
て
『
図

名

書
編
』
と
日
う
」
（
注
九
）
…
…
其
の
体
例
を
核
む
る
に
、

当
に
古
人
の
左
図
右
書
の
意
を
取
る
べ
し
。
而
る
に
自
ら

「
義
を
天
地
の
文
（
す
な
わ
ち
河
図
洛
書
）
に
取
る
」
（
注

1
 

0
)
と
謂
う
は
、
未
だ
泣
び
て
（
浮
薄
で
あ
っ
て
）
当

る
無
き
を
免
れ
ず
。

こ
れ
は
、
章
演
自
序
を
節
録
し
て
、

り
」
と
い
う
章
横
の
図
書
学
の
基
本
的
思
考
を
明
記
し
て
お
り
、

『
図
書
編
』
編
纂
の
意
図
・
図
象
へ
の
関
心
の
根
底
に
図
書
学

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
結

局
は
「
当
に
古
人
の
左
図
右
書
の
意
を
取
る
べ
し
」
と
し
て
『
総

目
提
要
』
の
評
価
を
踏
襲
し
（
注
―
-
）
、
「
自
ら
『
義
を
天

地
の
文
に
取
る
』
と
謂
う
は
、
未
だ
泣
び
て
当
る
無
き
を
免
れ

ず
」
と
の
価
値
判
断
を
下
し
て
い
る
。

最
後
に
、
類
書
研
究
に
お
い
て
参
考
す
る
価
値
の
あ
る
類
書

専
門
書
目
と
さ
れ
る
部
嗣
馬
『
中
国
類
書
目
録
初
稿
』
（
古
亭

書
屋
・
民
国
五
九
年
）
を
挙
げ
る
（
原
文
は
現
代
漠
語
）
。

こ
の
書
は
、
左
図
右
書
の
考
え
方
を
採
用
し
て
（
原
文
「
取

左
図
右
書
之
意
」
）
書
物
に
考
証
で
き
る
図
が
有
り
、
ま

た
事
柄
に
お
い
て
表
に
で
き
る
も
の
が
有
れ
ば
、
す
べ
て

先
ず
図
表
を
描
い
て
要
点
と
し
、
そ
の
後
に
説
明
を
加
え

て
考
証
を
付
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
、
「
左
図
右
書
の
意
」
に
よ
る
と
の
『
総
目
提
要
』

の
評
価
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
「
左
図
右
書
」
の
意

味
を
「
（
先
に
）
図
表
」
と
「
（
後
に
、
文
字
に
よ
る
）
説
明
」

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
図
書
編
』
が
図
に
関
心
を
持
っ
て
多
く
の

(71) 
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図
を
採
録
し
た
理
由
を
、
『
総
目
提
要
』
以
来
、
「
左
図
右
書
」

の
意
を
取
っ
た
た
め
と
す
る
評
価
が
定
着
し
て
い
る
。
で
は
、

「
左
図
右
書
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
左
図
右
書
」
の
語
自
体
は
、
用
例
と
し
て
は
古
く
渕
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
『
総
目
提
要
』
に
見
え
る
「
左
図
右
書
」

の
語
は
、
宋
の
鄭
樵
『
通
志
』
（
巻
七
ニ
・
図
譜
略
第
一
・
索

象
）
の
一
文
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
通
志
』
図

譜
略
は
、
宋
•
斉
の
間
に
王
倹
は
『
七
志
』
に
於
い
て
図
譜
を

収
録
す
る
た
め
の
図
書
分
類
項
目
と
し
て
図
譜
志
を
立
て
て
い

た
が
、
『
隋
書
』
経
籍
志
に
至
っ
て
そ
れ
が
廃
さ
れ
た
た
め
に

図
譜
が
散
逸
し
た
こ
と
を
非
と
し
、
「
専
門
の
書
有
れ
ば
、
則

ち
専
門
の
学
有
り
。
専
門
の
学
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
学
必
ず
伝

わ
り
て
書
も
亦
た
失
わ
れ
ず
」
と
の
立
場
か
ら
設
け
た
学
問
・

書
籍
分
類
項
目
で
あ
る
。
後
に
こ
の
『
通
志
』
を
受
け
て
乾
隆

三
二
年
に
勅
撰
さ
れ
た
『
続
通
志
』
の
巻
一
六
五
・
図
譜
略
上

に
は
、
『
三
才
図
会
』
と
『
図
書
編
』
と
の
書
名
が
見
え
、
共

に
図
譜
の
学
の
書
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
四
庫

全
書
の
総
纂
官
と
し
て
『
総
目
提
要
』
を
著
し
た
紀
均
は
『
続

通
志
考
補
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
も
い
る
の
で
、
『
三
才
図
会
』

と
『
図
書
編
』
と
が
『
通
志
』
以
来
の
図
譜
の
学
の
系
譜
に
位

置
付
け
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
『
総
目
提
要
』

の
『
図
書
編
』
の
項
に
「
明
人
の
図
譜
の
学
惟
だ
此
の
編

（
『
図
書
編
』
）
と
王
妍
が
『
三
オ
図
会
』
と
を
号
し
て
巨
峡

と
為
す
」
と
し
て
い
る
の
は
、
『
通
志
』
図
譜
略
が
示
し
た
図

譜
の
学
の
概
念
規
定
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
『
通
志
』
図
譜
略
は
、
「
図
」
と
「
書
」
と
を
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
河
図
を
出
す
」
は
、
天
地
に
自
然
の
象
有
れ
ば
な
り
。

「
洛
書
を
出
す
」
は
、
天
地
に
自
然
の
理
有
れ
ば
な
り
。

天
地
此
の
二
物
を
出
し
、
以
て
聖
人
に
示
す
は
、
〔
図
・
書
幻、,`̀

が
〕
百
代
の
憲
章
を
し
て
必
ず
此
に
本
づ
き
て
、
而
し
て

偏
廃
す
可
か
ら
ざ
ら
し
む
者
な
れ
ば
な
り
。
…
…
図
は
至

約
な
り
。
書
は
至
博
な
り
。
図
に
即
き
て
易
を
求
め
、
書

お
さ

に
即
き
て
難
を
求
む
。
古
の
学
者
は
学
を
為
む
る
に
要
有

り
。
図
を
左
に
置
き
、
書
を
右
に
置
き
、
象
を
図
に
索
め
、

理
を
書
に
索
む
。
故
に
人
も
亦
た
学
を
為
め
易
く
、
学
も

ほ
ど
こ

亦
た
功
を
為
し
易
く
、
挙
げ
て
之
れ
を
措
す
こ
と
左
契
を

執
る
が
如
し
。
後
の
学
者
は
図
を
離
れ
書
に
即
き
、
辞
を

尚
び
説
に
務
む
。
故
に
人
も
亦
た
学
を
為
め
難
く
、
学
も

亦
た
功
を
為
し
難
し
。
平
日
胸
中
に
千
章
万
巻
有
り
と
雖
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ど
も
真
の
行
事
の
間
に
及
び
て
は
、
則
ち
茫
茫
然
と
し
て

向
か
う
所
を
知
ら
ず
。

こ
こ
で
は
、
「
図
」
は
、
形
象
を
そ
の
内
に
求
め
て
直
感
的
簡

易
な
理
解
を
助
け
る
図
象
的
表
現
に
よ
る
文
献
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
し
て
「
書
」
は
、
道
理
を
そ
の
内
に
求
め
て
論
理
的
難
解

な
理
解
を
助
け
る
文
字
表
現
に
よ
る
文
献
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
左

図
右
書
」
と
は
、
左
に
図
象
的
表
現
に
よ
る
文
献
を
置
き
、
右

に
文
字
表
現
に
よ
る
文
献
を
置
く
こ
と
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。

『
総
目
提
要
』
が
「
左
図
右
書
の
意
」
に
よ
る
と
し
た
の
は
、

『
図
書
編
』
を
『
図
（
図
象
）
書
（
文
字
）
編
』
と
考
え
た
か

ら
で
は
な
い
か
。
『
中
国
類
書
目
録
初
稿
』
以
後
の
評
価
、
例

え
ば
、
陳
宏
天
「
中
国
歴
代
類
書
」
（
『
百
科
知
識
』
第
三
輯

所
収
・
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
・
一
九
七
九
年
）
、
戚
志
芽

『
中
国
的
類
書
、
政
書
典
叢
書
』
（
中
国
文
化
史
知
識
叢
書
八

六
・
台
湾
商
務
印
書
館
・
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
、
「
左
図
右

書
」
と
い
う
語
こ
そ
用
い
な
い
も
の
の
、
図
と
文
章
と
が
豊
富

な
類
書
と
し
て
い
る
の
も
、
結
局
は
『
総
目
提
要
』
に
由
来
す

る。
し
か
し
、
『
図
書
編
』
編
纂
の
根
底
を
な
す
「
図
書
」
の
、

特
に
「
書
」
の
概
念
は
右
に
述
べ
た
も
の
と
は
異
な
る
。
例
え

ば
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

河
図
洛
書
は
伏
義
の
時
に
已
に
並
び
出
づ
。
『
易
』
に
日

わ
く
「
河
図
を
出
し
、
洛
書
を
出
し
、
聖
人
之
れ
に
則

る
」
と
。
蓋
し
龍
馬
の
旋
文
に
則
り
て
之
れ
を
画
し
て
図

を
為
り
、
霊
亀
の
訴
文
に
則
り
て
之
れ
を
画
し
て
書
を
為

る
。
…
…
図
書
の
数
を
以
て
之
れ
を
観
れ
ば
、
河
図
は
陽

数
二
十
五
、
陰
数
三
十
、
共
に
五
十
有
五
。
洛
書
は
陽
数

二
十
五
、
陰
数
二
十
、
共
に
四
十
有
五
。
此
れ
乃
ち
天
地

お
の
ず
か

生
剋
の
数
に
し
て
、
自
ら
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
然
れ

ど
も
其
の
理
は
則
ち
―
な
る
の
み
（
『
図
書
編
』
巻
一
「
河

図
洛
書
総
論
」
）
。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
図
」
「
書
」
す
な
わ

ち
河
図
と
洛
書
と
は
、
聖
人
が
龍
馬
の
旋
文
と
霊
亀
の
訴
文
と

に
則
り
、
陰
陽
の
相
生
相
剋
の
理
を
象
徴
す
る
十
数
（
五
五
）

九
数
（
四
五
）
を
図
象
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
図
書
は
天
地

の
至
文
な
り
」
と
の
言
葉
は
、
こ
の
文
字
表
現
に
拠
ら
な
い
図

象
に
天
地
の
理
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
い
う
図
書
学
の
思
想
か

ら
の
表
明
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
『
通
志
』
図
譜
略
が
、
「
図
」

を
繋
辞
伝
の
河
図
洛
書
伝
説
に
求
め
な
が
ら
も
、

の
由
来

「
書
」
を
文

(73) 
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字
表
現
に
よ
る
文
献
と
見
な
し
た
の
と
は
、
そ
の
概
念
に
於
い

て
異
な
る
。
よ
っ
て
、
『
図
書
編
』
の
図
象
へ
の
関
心
を
、
恐

ら
く
は
、
『
通
志
』
図
譜
略
に
依
拠
し
て
「
左
図
右
書
の
意
を

取
る
」
と
説
明
し
た
『
総
目
提
要
』
、
更
に
そ
れ
を
継
承
し
た

『
鄭
堂
読
書
記
』
『
中
国
類
書
目
録
初
稿
』
及
び
現
在
に
至
る

ま
で
の
評
価
は
、
『
図
書
編
』
の
根
底
に
宋
代
以
来
の
図
書
学

が
有
る
こ
と
に
触
れ
な
い
、
或
い
は
そ
れ
を
指
摘
し
な
が
ら
も

妥
当
で
な
い
と
し
て
退
け
る
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
②
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
、
『
総
目
提
要
』
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

一
巻
よ
り
十
五
巻
に
至
る
経
義
と
為
す
。
十
六
巻
よ
り
二

十
八
巻
に
至
る
象
緯
歴
算
と
為
す
。
二
十
九
巻
よ
り
六
十

七
巻
に
至
る
地
理
と
為
す
。
六
十
八
巻
よ
り
一
百
二
十
五

巻
に
至
る
人
道
と
為
す
。
一
百
二
十
六
巻
「
易
象
類
編
」

と
為
す
。
一
百
二
十
七
巻
「
学
詩
多
識
」
と
為
す
。
此
の

二
巻
図
譜
と
渉
る
無
し
。
別
に
末
に
綴
る
。
蓋
し
『
玉

海
』
諸
書
を
附
録
す
る
例
〔
と
同
じ
〕
な
り
。

こ
の
「
此
の
二
巻
」
以
下
は
、
書
前
提
要
で
は
、

例
に
於
い
て
は
当
に
経
義
の
中
に
入
る
べ
き
も
、
而
れ
ど

も
別
に
末
に
綴
る
。
蓋
し
『
玉
海
』
諸
書
を
附
録
す
る
の

例
な
り
。

と
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
、
「
易
象
類
編
」
「
学
詩
多
識
」
が

図
と
無
関
係
で
、
全
書
の
体
例
か
ら
す
れ
ば
、
巻
一
か
ら
巻
一

五
の
経
義
の
部
分
に
編
入
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
王
応
麟
の
『
玉

海
』
の
巻
末
に
、
類
書
と
し
て
の
本
文
と
は
関
係
の
な
い
彼
の

数
種
の
著
述
が
付
さ
れ
て
い
る
例
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
す

る
評
価
で
あ
る
（
注
―
二
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
鄭
堂
読

書
記
』
は
言
及
し
な
い
が
、
『
中
国
類
書
目
録
初
稿
』
は
「
此

4
 

の
二
巻
（
「
易
象
類
編
」
「
学
詩
多
識
」
）
は
図
譜
と
渉
る
無
し
。
）、,̀‘

殆
ど
『
玉
海
』
諸
書
を
附
録
す
る
の
例
に
本
づ
く
」
と
『
総
目

提
要
』
の
評
価
を
踏
襲
し
て
い
る
。

次
章
に
於
い
て
、
本
章
で
指
摘
し
た
従
来
の
評
価
の
問
題
点

を
解
明
し
つ
つ
、
図
象
の
類
書
『
図
書
編
』
が
如
何
に
し
て
成

立
し
、
全
体
が
如
何
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
思
想
的
意

味
を
考
察
す
る
。

『
図
書
編
』
が
天
地
人
の
諸
事
象
の
分
類
的
把
握
を
意
図
し

第一

『
図
書
編
』
成
立
•
構
成
の
思
想
的
意
味
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た
「
類
書
」
で
あ
る
こ
と
は
次
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

予
因
り
て
備
さ
に
其
の
身
心
に
切
に
し
て
国
家
に
関
す

る
者
を
採
り
、
類
を
以
て
之
れ
を
編
み
、
題
し
て
『
図
書

編
』
と
日
う
（
「
自
序
」
）
。

妥
に
古
太
極
図
・
河
図
洛
書
・
易
卦
よ
り
以
て
天
道
・
地
道
・

人
道
に
及
ぶ
ま
で
皆
類
を
以
て
編
む
（
「
図
書
編
原
」
）
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
類
書
を
編
纂
し
た
の
か
。
章
演
は

先
人
の
類
書
と
し
て
杜
佑
の
『
通
典
』
・
馬
端
臨
の
『
文
献
通

考
』
・
丘
溶
の
『
大
学
術
義
補
』
を
「
国
家
の
実
用
に
伸
有
り
。

考
索
に
備
う
可
し
」
（
「
自
序
」
）
と
高
く
評
価
し
、
『
図
書

編
』
も
そ
の
系
統
を
沿
襲
す
る
も
の
と
位
置
付
け
た
。
し
か
し
、

「
果
た
し
て
僅
か
に
沿
製
す
る
に
止
ま
ら
ば
、
則
ち
〔
『
通
典
』

『
文
献
通
考
』
『
大
学
術
義
補
』
の
〕
三
書
備
わ
れ
り
。
亦
た

な笑
ん
ぞ
図
書
の
編
に
取
ら
ん
や
」
（
同
上
）
と
言
う
よ
う
に
、

踏
襲
に
止
ま
ら
ぬ
独
自
の
意
図
が
有
っ
た
。
そ
れ
は
聖
学
・
聖

人
の
心
へ
の
到
達
を
目
的
と
す
る
学
問
の
振
興
で
あ
る
。

章
横
は
、
当
時
の
学
者
の
弊
を
二
種
に
代
表
さ
せ
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

斯
道
明
ら
か
な
ら
ず
、
聖
学
湮
塞
す
。
正
す
に
驚
博
（
博

学
に
努
め
る
こ
と
）
を
以
て
す
る
者
は
俗
、
笹
約
（
直
接

に
簡
約
を
求
め
る
こ
と
）
も
て
す
る
者
は
虚
（
「
自
序
」
）
。

世
の
儒
者
、
訓
詰
に
支
離
し
図
を
案
じ
て
験
を
索
め
（
既

製
の
法
に
拘
泥
し
て
臨
機
応
変
を
知
ら
ぬ
替
え
）
、
徒
に

古
人
の
糟
粕
を
得
る
者
は
之
れ
を
俗
に
失
し
、
玄
寂
を
宗

ほ
し
い
ま
ま

と
し
本
体
を
靡
に
し
、
単
提
直
指
（
方
便
手
段
に
拠
ら
ず

直
接
に
真
理
に
至
る
こ
と
）
の
流
に
沈
溺
し
て
且
つ
自
ら

さ
と覚
ら
ざ
る
者
は
之
れ
を
空
に
失
う
。
何
ぞ
聖
学
の
日
に
日

な
が

に
璃
れ
て
日
に
日
に
晦
き
を
怪
ま
ん
や
（
「
図
書
篇
原
」
）
。

「
俗
」
と
さ
れ
る
の
は
朱
子
学
亜
流
の
学
者
、
「
虚
」
「
空
」

と
さ
れ
る
の
は
仏
•
老
に
接
近
し
た
王
学
左
派
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
。
両
者
共
に
聖
学
を
衰
頬
さ
せ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
彼
ら
が
、
聖
人
も
そ
れ
を
規
範
と
し
て
則
っ

た
所
の
河
図
洛
書
の
重
要
性
を
理
解
し
な
い
点
に
在
る
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

〔
朱
子
学
亜
流
の
学
者
と
王
学
左
派
の
そ
れ
と
の
両
者
は
〕

惟
だ
に
聖
人
の
経
典
を
祖
述
す
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
に
非

ず
し
て
、
抑
そ
も
天
地
の
文
章
を
追
原
す
る
を
知
ら
ざ
る

あ

き

よ

な
り
。
六
経
四
書
以
て
造
化
を
闘
ら
か
に
し
人
心
を
淑
＜

す
と
雖
ど
も
‘
猶
お
聖
人
の
文
と
日
う
が
ご
と
し
。
「
河
図

を
出
し
、
洛
書
を
出
し
、
聖
人
之
れ
に
則
る
」
、
一
に

(75) 
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皆
な
夫
の
天
地
自
然
の
文
に
則
る
の
み
。
然
ら
ば
則
ち
河

図
洛
書
を
謂
い
て
天
地
の
文
章
と
為
す
は
非
な
る
か
。
後

儒
の
学
衆
問
辮
は
未
だ
之
れ
に
神
を
潜
め
ず
。
間
ま
留
意

探
索
す
る
者
有
る
も
、
又
穿
袈
博
会
し
て
、
諸
れ
を
身
心

か
え

に
反
し
以
て
徳
を
天
地
に
合
わ
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
を
知

る
莫
し
。
此
れ
図
書
の
日
に
日
に
益
ま
す
晦
き
所
以
な
る

の
み
（
「
自
序
」
）
。

章
演
に
と
っ
て
学
問
と
は
、
経
書
す
な
わ
ち
「
聖
人
の
文
」

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
世
の
学
者
が
重
要
性
を
認
め
な
い
河
図

洛
書
す
な
わ
ち
「
天
地
の
文
章
」
に
於
い
て
、
聖
人
が
「
天
地

自
然
の
文
」
に
則
っ
た
意
味
を
追
求
し
、
我
が
心
に
反
省
を
加

え
て
、
聖
人
の
心
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
問
が
そ
の

よ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

凡
そ
上
は
天
象
、
下
は
輿
地
、
中
は
人
・
物
、
執
れ
か
天

地
の
文
章
に
非
ざ
ら
ん
。
執
れ
か
太
極
の
散
見
に
非
ざ
ら

ん
。
亦
た
執
れ
か
吾
人
天
地
を
参
両
す
る
の
問
学
（
聖
人

が
易
を
作
っ
た
意
図
を
悟
る
学
問
）
（
注
一
三
）
に
非
ざ

ら
ん
や
（
「
自
序
」
）
。

人
道
は
、
天
を
参
に
し
地
を
両
に
し
、
以
て
性
を
尽
く
す

（
注
―
四
）
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
然
れ
ど
も
宇
宙
内
の

事
は
、
性
の
分
内
の
事
に
非
ざ
る
莫
し
（
「
凡
例
」
）
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
第
一
章
で
章
演
の
易
学
の
心
学
的
性
格
を

述
べ
た
際
に
指
摘
し
た
の
と
同
様
、
天
地
万
物
・
宇
宙
内
の
す

べ
て
が
我
が
分
内
の
事
と
し
て
把
握
さ
れ
、
聖
人
の
心
に
達
す

る
学
問
の
範
囲
内
の
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

『
図
書
編
』
は
、
章
横
の
図
書
学
・
心
学
の
立
場
か
ら
宇
宙
内

の
す
べ
て
に
通
ず
る
こ
と
を
意
図
し
て
著
さ
れ
た
類
書
で
あ
る

と
言
え
る
。

ま
た
、
図
へ
の
関
心
に
つ
い
て
、
如
上
の
理
由
及
び
第
一
章

に
述
べ
た
章
演
の
図
書
学
の
立
場
か
ら
、
『
図
書
編
』
が
図
象
）6
 

に
関
心
を
持
ち
、
巻
一
か
ら
巻
八
に
お
い
て
諸
易
図
が
収
録
さ
（

れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
た
だ
巻
九
よ
り
巻
一
五
の
五

経
•
四
書
に
掲
載
さ
れ
る
図
、
例
え
ば
、
礼
に
関
す
る
「
三
礼

た

図
」
（
巻
一
三
）
は
、
「
『
周
礼
』
は
綱
為
り
。
『
儀
礼
』
は

経
為
り
。
『
礼
記
』
は
伝
為
り
」
と
い
う
旬
を
右
か
ら
順
に
配

列
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
天
地
万
物
を
象
徴
的
に
図
示
し

う
る
易
図
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

を
『
図
書
編
』
中
に
編
集
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

詩
・
書
•
春
秋
・
三
礼
•
四
書
其
の
図
大
全
と
諸
集
伝

と
に
見
ゆ
る
者
も
亦
た
多
し
と
雖
ど
も
、
要
す
る
に
皆
後
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儒
其
（
経
書
）
の
中
に
訓
う
る
所
に
因
り
て
、
図
以
て

之
れ
を
記
す
。
原
よ
り
易
卦
・
図
象
の
比
に
非
ざ
る
な
り
。

こ
こ絃
に
亦
た
『
図
書
編
』
を
類
集
す
る
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
河

洛
卦
交
は
皆
天
地
の
造
化
の
秘
に
し
て
、
聖
人
或
い
は

規
も
て
之
れ
を
円
に
し
、
或
い
は
矩
も
て
之
れ
を
方
に
し
、

或
い
は
縦
横
錯
綜
し
て
之
れ
を
変
通
す
。
象
を
仮
り
て
以

て
化
機
の
隠
を
洩
し
、
人
の
性
命
の
精
を
示
す
に
非
ざ
る

無
し
。
五
経
四
書
執
れ
か
図
書
の
蘊
奥
に
非
ざ
ら
ん
や

…
…
喘
、
五
経
四
書
は
即
ち
図
書
・
卦
象
。
或
い
は
言
を

以
て
顕
ら
か
に
し
、
或
い
は
象
を
以
て
昭
ら
か
に
す
。
原

よ
り
二
無
き
な
り
（
『
図
書
編
』
巻
九
「
五
経
四
書
各
図

総
叙
」
）
。

章
演
は
、
図
書
・
易
象
も
五
経
四
書
も
、
一
方
は
図
象
に
よ
り

一
方
は
言
語
に
よ
る
と
の
差
は
あ
る
が
、
共
に
天
地
の
造
化
・

人
の
性
命
の
隠
微
精
密
な
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
一

致
す
る
、
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
五
経
四
書
に
つ
い
て
ま

で
も
図
象
を
掲
載
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
明
言
し
な

‘°
 し
五
経
四
書
の
諸
図
を
察
す
る
に
、
経
書
の
概
要
を
簡
易
に
図

示
し
た
も
の
で
あ
る
（
「
間
ま
亦
た
経
書
の
大
綱
を
掲
ぐ
」
（
同

前
）
と
は
、
こ
れ
ら
の
図
の
性
質
を
述
べ
た
も
の
か
）
。
よ
っ

て
、
詳
細
な
図
解
が
望
ま
れ
る
礼
に
関
し
て
も
、
前
述
の
「
三

礼
図
」
が
掲
げ
ら
れ
る
に
止
ま
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
図
を
敢

え
て
収
録
す
る
の
か
。

〔
礼
は
天
の
秩
序
に
基
づ
く
べ
き
で
、
漠
儒
の
煩
瑣
な
説

に
混
乱
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
〕
此
れ
礼
を
論
ず
る
や
其
の

も
と原
を
識
る
を
貴
び
、
『
礼
記
』
〔
を
読
む
と
き
〕
は
〔
漢

儒
の
施
し
た
〕
伝
を
以
て
言
う
可
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。

し
か
ら
ざ
否
れ
ば
則
ち
或
い
は
己
が
見
を
退
し
う
し
、
或
い
は
旧

聞
を
執
り
て
徒
ら
に
儀
文
度
数
の
末
・
品
物
器
用
の
微
に

詳
し
き
を
致
し
、
名
義
を
解
し
規
制
を
定
め
、
遂
に
以
て

礼
は
是
こ
に
在
り
と
為
し
、
見
礼
・
知
政
と
天
地
と
節
を

同
じ
く
す
る
こ
と
果
た
し
て
安
く
に
在
る
か
を
知
ら
ず
。

是
の
故
に
礼
を
求
む
る
者
礼
を
書
に
求
む
る
こ
と
無
く

し
て
諸
れ
を
吾
が
心
の
天
に
求
む
れ
ば
、
則
ち
渾
然
た
る

大
中
の
道
已
に
我
に
在
り
（
『
図
書
編
』
巻
一
三
「
三
礼

総
叙
」
）
。

こ
れ
は
、
王
陽
明
の
「
〔
礼
の
名
物
度
数
を
先
ず
研
究
す
べ
き

か
と
の
質
問
に
答
え
て
〕
人
は
只
だ
自
家
の
心
体
を
成
就
せ
ん

こ
と
を
要
す
。
則
ち
用
は
其
の
中
に
在
り
。
…
…
荀
も
是
の
心

(77) 
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無
く
ん
ば
、
予
め
先
ず
許
多
の
名
物
度
数
を
諧
じ
得
と
雖
ど
も
、

あ
ず

己
と
相
い
干
か
ら
ず
」
（
『
伝
習
録
』
上
）
と
同
様
、
礼
の
末

節
の
詮
索
よ
り
も
そ
の
本
質
を
心
に
具
わ
っ
た
理
に
求
め
る
こ

と
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
章
演
の
心
学
的
学
問
観
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
抽
象
的
な

議
論
に
よ
る
五
経
四
書
の
内
容
も
極
め
て
簡
易
な
図
象
表
現
に

よ
り
体
認
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
が
、
『
図
書
編
』
が

図
書
学
の
図
示
的
象
徴
的
表
現
方
法
を
易
図
以
外
、
と
り
わ
け

抽
象
的
な
言
語
表
現
に
よ
る
五
経
四
書
に
応
用
し
、
『
三
才
図

会
』
の
具
体
的
な
図
と
は
異
な
る
象
徴
的
な
図
を
多
く
収
録
す

る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

次
に
②
『
図
書
編
』
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。
『
図
書
編
』

―
二
七
巻
の
構
成
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
巻
一

S
八
|
|

古
太
極
図
•
河
図
洛
書
図
・
先
天
後
天
図
．
易
卦
諸
図
・
諸
儒

の
図
／
巻
九
S

一
五
|
|
五
経
四
書
／
巻
一
六
S

二
八
|
—
天

道
編
（
天
体
・
気
象
・
時
令
・
暦
な
ど
）
／
巻
二
九
S

六
七
—
|

地
道
編
（
分
野
・
馬
貢
九
州
・
明
代
各
省
沿
革
・
処
置
・
辺
防
・

内
夷
・
外
四
夷
•
海
洋
河
川
漕
運
防
衛
な
ど
）
／
巻
六
八
S

一

二
五
i

人
道
編
（
身
体
・
心
性
学
術
・
帝
王
・
吏
曹
・
戸
曹
・

礼
曹
・
兵
曹
・
刑
曹
・
エ
曹
）
／
巻
―
二
六
ー
「
易
象
類
編
」
／

巻
―
二
七
ー
|
ー
「
学
詩
多
識
」

こ
れ
が
、
『
易
』
の
「
三
オ
（
三
材
）
」
に
基
づ
く
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

ひ
と

登
に
特
り
図
書
（
河
図
洛
書
）
・
先
後
天
図
・
『
周
易
』

の
卦
交
皆
此
れ
（
古
太
極
図
）
よ
り
彼
れ
を
出
す
の
み

な
ら
ん
や
。
上
は
天
文
、
下
は
輿
地
、
中
は
人
情
•
物
理
・

国
家
・
礼
楽
・
制
度
、
千
変
万
化
執
れ
か
太
極
の
運
用
に

た

非
ざ
ら
ん
。
此
れ
古
太
極
図
図
書
の
冠
為
る
所
以
な
り
。

惟
だ
此
の
図
に
於
い
て
其
の
底
裏
に
透
徹
す
れ
ば
、
則
ち

諸
図
は
皆
範
囲
の
中
に
在
り
（
『
図
書
編
』
巻
一
「
編
首

古
太
極
図
説
」
）
。

「
天
地
の
文
章
」
と
さ
れ
る
河
図
洛
書
は
も
と
よ
り
天
道
・
人

道
・
地
道
の
三
オ
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
太
極
の
散
殊
で
あ
り
、

編
首
の
古
太
極
図
に
象
徴
的
に
統
一
さ
れ
る
。
宋
学
以
降
、
易

の
太
極
思
想
に
基
づ
い
て
、
本
体
と
現
象
と
の
関
係
を
説
く
基

本
的
思
惟
方
法
、
す
な
わ
ち
理
一
分
殊
•
体
用
一
源
の
思
惟
方

法
が
生
ま
れ
た
が
、
『
図
書
編
』
の
全
体
の
構
成
が
そ
れ
に
よ

っ
て
体
系
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

最
後
に
、
巻
―
二
六
「
易
象
類
編
」
・
巻
―
二
七
「
学
詩
多

識
」
は
、
そ
れ
が
図
象
と
無
関
係
で
あ
る
た
め
、
王
応
麟
の
『
玉

(78) 
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海
』
が
巻
末
に
彼
の
諸
著
述
を
付
録
す
る
の
と
同
様
、
単
に
章

演
の
著
作
を
付
録
し
た
か
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
章
演
の
意
図
と
し
て
は
、

万
物
散
殊
昴
ぞ
能
＜
尽
く
図
せ
ん
や
。
特
だ
易
・
詩
の
名

象
よ
り
類
を
以
て
之
れ
を
編
み
物
理
の
一
端
を
備
え
ん
と

し
か
云
う
」
（
「
凡
例
」
）
。

と
あ
る
よ
う
に
、
太
極
の
分
散
と
し
て
の
数
限
り
な
い
個
物
の

図
示
は
不
可
能
な
の
で
図
象
こ
そ
無
い
も
の
の
、
天
地
万
物
の

象
徴
の
書
た
る
『
易
』
と
博
物
学
の
性
格
を
も
つ
『
詩
』
か
ら

言
葉
を
抜
粋
し
て
、
万
物
を
分
類
的
に
把
握
せ
ん
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
『
図
書
編
』
巻
末
の
二
巻
は
、
類
書
『
図
書
編
』
の

一
部
分
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
玉
海
』
が
王
応
麟
の
諸

著
述
を
付
録
す
る
例
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

以
上
、
主
に
章
演
の
易
学
と
の
関
連
か
ら
、
『
図
書
編
』
の

成
立
・
構
成
の
思
想
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
図
象
を
多
く

収
録
す
る
類
書
『
図
書
編
』
は
、
宇
宙
内
の
事
を
我
が
心
の
分

内
の
事
と
し
て
学
問
の
範
囲
内
に
収
め
ん
と
す
る
心
学
的
学
問

結

観
、
万
物
は
図
象
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
図
示
し
う
る
と
す
る
図

書
学
の
思
想
と
そ
の
方
法
論
、
及
び
太
極
思
想
に
基
づ
く
理
一

分
殊
•
体
用
一
源
の
構
成
原
理
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、

宋
明
学
的
特
徴
を
も
つ
類
書
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
は
、
『
三
才
図
会
』
及
び
多
く
の
図
象
を
収
録
す
る
類
書

に
つ
い
て
、
ま
た
『
図
書
編
』
の
経
世
思
想
と
明
末
の
思
潮
と

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

（
一
）
テ
キ
ス
ト
に
は
用
万
暦
四
一
年
刊
本
影
印
本
（
成
文
出

版
社
・
中
華
民
国
六
0
年
）
を
用
い
た
。
ま
た
、
「
章
斗
津
先

生
行
状
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
本
に
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

四
庫
全
書
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
一
九
八
七
年
）
を
用
い
た
。

な
お
、
『
図
書
編
』
の
テ
キ
ス
ト
、
編
纂
・
刊
行
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
『
図
書
編
』
の
書
誌
学
的
考
察
」
（
『
待
兼

山
論
叢
』
二
八
号
哲
学
編
所
収
・
大
阪
大
学
文
学
部
・
一
九
九

四
年
）
参
照
。

（
二
）
多
賀
秋
五
郎
「
王
陽
明
と
明
代
の
教
育
制
度
」
（
『
陽

明
学
入
門
』
所
収
・
陽
明
学
体
系
第
一
巻
•
明
徳
出
版
社
・
昭

注
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和
四
六
年
九
月
）
参
照
。

（
三
）
例
え
ば
、
王
陽
明
は
「
聖
人
の
心
は
明
鏡
の
如
し
。
只

だ
是
れ
一
箇
明
ら
か
な
ら
ば
、
則
ち
感
に
随
っ
て
応
じ
、
物
と

し
て
照
ら
さ
ざ
る
無
し
」
（
『
伝
習
録
』
上
）
と
述
べ
る
。
ま

た
、
陽
明
の
門
人
の
徐
愛
は
陽
明
の
心
学
的
修
養
を
説
明
し
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
曰
仁
（
徐
愛
の
字
）
云
う
、
心

は
猶
お
鏡
の
ご
と
し
。
聖
人
の
心
は
明
鏡
の
如
く
、
常
人
の
心

は
昏
鏡
の
如
し
。
近
世
（
朱
子
）
の
格
物
の
説
は
、
鏡
を
以
て

物
を
照
ら
す
が
如
く
、
照
上
に
功
を
用
い
、
鏡
に
尚
お
昏
き
も

の
在
る
を
知
ら
ず
。
何
ぞ
能
＜
照
ら
さ
ん
。
先
生
（
王
陽
明
）

の
格
物
は
、
鏡
を
磨
き
て
之
れ
を
し
て
明
ら
か
な
ら
し
む
る
が

翡

如
く
、
磨
上
に
功
を
用
う
。
明
ら
か
に
な
り
了
り
て
後
亦
た
未

だ
嘗
て
照
を
廃
せ
ず
」
（
同
上
）
。
王
陽
明
の
明
鏡
論
に
つ
い

て
は
、
岡
田
武
彦
『
王
陽
明
』
上
冊
（
明
徳
出
版
社
・
平
成
元

年
）
二
九
S
三
五
頁
、
下
冊
（
平
成
三
年
）
九
一

S
九
五
頁
を

参
照
。
（
四
）
嘉
靖
二
五
年
・
ニ

0
歳
か
ら
嘉
靖
三
三
年
・
ニ
八
歳
ま

で
は
、
「
年
譜
」
に
「
挙
子
業
を
正
気
堂
に
隷
う
」
と
記
す
が
、

嘉
靖
三
三
年
の
父
の
死
、
嘉
靖
三
六
年
・
三
一
歳
の
弟
の
死
を

経
て
、
嘉
靖
三
七
年
以
後
は
「
業
を
正
気
堂
に
隷
う
」
と
記
す

の
み
で
あ
る
。
ま
た
嘉
靖
三
七
年
以
後
、
友
人
と
学
を
講
じ
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
著
述
を
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
（
嘉
靖
三

九
年
「
膳
言
寵
歌
」
・
「
学
詩
多
識
」
、
嘉
靖
四
0
年
「
七
志

韻
言
」
等
）
、
科
挙
受
験
の
志
を
捨
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
今
井
宇
三
郎
『
宋
代
易
学
の
研
究
』
（
明
治
図
書
出
版
・

昭
和
三
三
年
）
一
四
六
s

一
五
0
頁
•
一
五
八
S

一
六
0
頁
、

朱
伯
嵐
『
易
学
哲
学
史
』
中
冊
（
北
京
大
学
出
版
・
一
九
八
八

年
）
一

S
九
頁
参
照
。

（
六
）
繋
辞
上
偲
の
「
天
下
之
象
」
（
天
下
万
物
の
象
徴
）
．

「
天
地
之
文
」
（
天
地
の
文
様
。
『
経
典
釈
文
』
に
「
一
本
『
天

下
』
に
作
る
」
と
あ
り
、
院
本
十
三
経
注
疏
も
「
天
下
」
に
作

る
。
）
に
由
来
す
る
語
。
後
者
は
、
ま
た
繋
辞
上
偲
の
「
天
下

之
至
精
」
「
天
下
之
至
変
」
「
天
下
之
至
神
」
な
ど
の
表
現
を

借
り
て
、
天
地
の
文
様
の
至
上
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
七
）
明
代
の
易
学
の
特
徴
に
つ
い
て
、
本
田
済
氏
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
「
易
に
し
て
も
、
宋
儒
が
お
の
お
の
の
哲

学
に
よ
る
解
釈
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
陽
明
学
に
よ
る
易

解
釈
と
い
っ
た
も
の
は
、
つ
い
に
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

と
い
う
の
が
、
陽
明
の
よ
う
に
、
「
万
物
は
わ
が
心
の
中
に
あ
っ

て
、
わ
が
心
の
外
に
は
一
物
も
な
い
」
と
い
う
唯
心
論
i
d
e
a
l
i
s
m
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の
上
に
立
つ
な
ら
ば
、
「
六
経
は
わ
が
注
脚
」
（
も
と
陸
象
山

の
語
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
経
学
の
権
威

は
こ
の
強
烈
な
自
我
の
前
に
光
を
失
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
…
…

陽
明
で
は
宇
宙
が
自
我
の
中
に
あ
る
。
…
…
陽
明
で
は
、
宇
宙

の
理
と
い
っ
て
目
を
そ
と
に
求
め
る
要
は
な
い
。
経
験
の
代
り

に
直
覚
、
観
省
の
代
り
に
実
践
で
、
直
接
に
我
が
心
の
理
さ
え

求
め
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
。
」
（
本
田
済
『
易
学
』
・
サ
ー
ラ

叢
書
一
三
•
平
楽
寺
書
店
・
一
九
六
0
年
）
。

（
八
）
陸
象
山
の
語
「
学
荀
も
本
を
知
れ
ば
、
六
経
皆
我
が

心
の
註
脚
」
（
『
象
山
先
生
全
集
』
巻
三
四
）
を
踏
む
。

（
九
）
『
鄭
堂
読
書
記
』
所
引
の
『
図
書
編
』
自
序
は
節
録
で

あ
る
。
以
下
に
自
序
原
文
の
該
当
部
分
を
掲
げ
る
。
「
…
…
謂

河
図
洛
書
為
天
地
之
文
章
非
欺
…
…
今
之
号
称
豪
傑
者
登
特
子

天
地
之
文
章
未
嘗
留
意
即
図
書
名
義
且
莫
之
辮
故
雖
好
蔵
載
籍

汗
牛
充
棟
何
営
万
巻
究
其
所
謂
図
不
過
画
工
之
末
技
所
謂
書
不

過
文
字
之
煩
蕪
至
子
天
地
之
文
章
莫
知
所
宝
…
…
予
因
備
採
其

切
千
身
心
関
子
国
家
者
以
類
編
之
題
日
図
書
編
」

(

1

 

0
)
こ
れ
と
同
じ
言
葉
は
章
横
の
自
序
に
は
見
え
な
い
。

周
中
学
が
章
演
の
意
図
を
要
約
し
た
も
の
と
考
え
る
。

（
一
―
)
も
っ
と
も
、
こ
の
部
分
に
限
ら
ず
、
『
鄭
堂
読
書
記
』

は
『
総
目
提
要
』
を
高
く
評
価
し
過
ぎ
る
傾
向
が
あ
る
。
長
沢

規
矩
也
「
支
那
書
籍
解
題
書
目
書
誌
之
部
」
（
『
長
沢
規
矩
也

著
作
集
』
第
九
巻
所
収
・
汲
古
書
院
・
昭
和
六
0
年
）
三
三
六

頁
参
照
。

(
―
二
）
『
玉
海
』
が
王
応
麟
の
他
の
著
述
を
付
録
し
て
い
る

点
に
つ
い
て
、
『
総
目
提
要
』
（
巻
一
三
五
•
子
部
・
類
書
類

-
）
の
『
玉
海
』
の
項
は
、
明
の
瑣
貝
『
清
江
集
』
に
依
拠
し

て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
王
応
麟
の
孫
の
王
厚
が
、
ま
だ
脱
稿

せ
ず
に
失
わ
れ
て
い
た
『
玉
海
』
を
手
に
入
れ
、
整
理
出
版
す

る
際
に
、
王
応
麟
の
他
の
著
述
を
併
せ
た
。
そ
れ
が
後
世
に
伝

わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
元
代
か
ら
『
玉
海
』
に

他
の
著
述
を
付
録
す
る
例
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
。

（
一
三
）
説
卦
伝
に
「
昔
者
聖
人
の
易
を
作
る
や
、
神
明
に
幽

た

賛
し
て
蓄
を
生
ず
。
天
を
参
に
し
地
を
両
に
し
て
数
を
椅
つ
。

変
を
陰
陽
に
観
て
卦
を
立
て
、
剛
柔
を
発
揮
し
て
交
を
生
じ
、

お
さ

道
徳
に
和
順
し
て
義
を
理
め
、
理
を
窮
め
性
を
尽
く
し
て
以
て

命
に
至
る
」
と
あ
る
。
章
演
は
「
参
（
天
）
両
（
地
）
」
を
「
聖

人
易
を
作
る
の
本
旨
」
（
『
図
書
編
』
巻
一
・
「
参
両
参
伍
総

論
」
）
と
い
う
。

（
一
四
）
説
卦
伝
の
文
を
踏
む
。
注
(
-
三
）
参
照
。
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